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1. はじめに
13和何 年度から小学校は指導要領の完全実施を行なった。 aか年の移行期間をもちながら，し
かも実際は完全実施2年を過ぎようとしている今日 ，体育において ，いみいろの凶題が残っている。
そζで基本的に学習について考察することが大切だと考える。体育の学習指導という場では， r教
師の指導のもとに予定芯れた内容を.子ど色が集団で学習する活動Jととらえたらどうだろ 3か。
体育の性格や自擦は，教育基本ときの精神どおり 「自主的梢神にみちた心身ともに健康な国民の育成」
をまま継にしているはずでゐる。しかし.実際に展開されている体育指導は ，厳信iζ言って戦前とど
れだけちがっているだろうか。体育の目標を逮戎するにふ注わしい学習活動が行なわれている学校
色あるが，技能の上遂のみに骨おり，鉄線運動に子どもを合わせているような学校がゐるのでみる
まいか。命令と号令で子どもの自主性を{I争ぼそう とするのは .*1ζ後って魚を求t.l'るにひと しい話
託。私たちが現在行なっている学習指導tζ次のよ うな乙とはないだろう か。 r走り憾とぴJを例に
とって考えてみると.運動技能を分析し ・その皇差点を明らかにする場合.助走，踏切 り.?1!.間動作
創.と区分し，それぞれの外側特徴をとらえて ，何時点だとする ζとがや。時には ，
それをそのまま:学醤指導の過程に うつして，部分的に練習をさせて.それ，をつな智合わせるような
方法がとられさえしている。技能の分析は必要であるが .その技能の全体的な精進を無視されたの
では学習指導の効果はあがらないでゐみ う。このような意味から ，体育学習におHる教師の働きか
けを ，次の緩点から考えてL、〈必要がある。 .
第ーに体育学~の君主授を正し〈 ふまえる乙と。第二tζ学智内容や:手:習活動の探求 a 第三4ζ13t留指
導を構造的』てとらえること ， とくに， 技能を中心lミ，第四tζ協力的学習における教師の働きかけ
をどのようにしたらよいか.などを中心4ζ論を進めてみたいと患う。
2. 体育学習の意義を正しくふまえる
体育は ，運動内容(文化)とすゐ考え方と，鍛錬 〈体力Jとして考える両腐を もっている。後者
は体育におりる伝統的な考え方であるし ，表庇 ，今後においてもつねに強調きれなげればならない
黛妥な総点である。しかしながら，運動を内容 (文化Jとしてながめる餓点と 0・鍛練として見る角
度とは.ゐいいれない色 のでゐろうか。実際のと C.iう， 異なって見える乙の二つの考え方は一つの
ものを別の角度からながめる乙とによって生ずる速いである。休湾にお¥1る運動(教材jは .学習
内容でみる乙とは否定できない。 同時κ適切に行なわれる運動か，).鍛練や体力の保持IC役立つζと
を否定する人はなかろう。一つ有定する 乙とが他を否定する乙とにはならなb、。たいせつなζ とは .
学習指導においてこつの角度がいかに調態統一されるかという乙 とである。体育で重要な郎分をし
めるのは，運動学習でる。
指導とは，'側々の運動(綴目Jを構成している諸要素〈具体的な学習内容)を正し<.かっ能
率的に内面化できるような手続きをふんで学習者に働きかける。，と考えられる。教師は，学習内
容と学習者 (児童生徒)および学習過穫〈学習内容の内面化の;&!緩}を遥lWする。乙乙から導き出
された原燥に したがって必要な手続きをふんで ，学習者 〈児議)fCはたらきかける乙とになる。
前記したように.内容を内面化する過穆を正し〈やる乙とが能率的指導の基本でゐる。
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3. 学省内容と学A習;~動の探求
体育の学習丙容を探求する ζとが大切である。体育におげる学習内容は運動であるが.それには
運動の技能のみならず.ルール ，社会的態度，健康・安全 ，の角度から必要な内容および知識など
がふ〈まれ，る。学習内容としての運動は.いうまでもな<.鉱F線としての働さをもっている。也と
4と運動は鍛練と して大きな役割をよ裂たすものでゐり，体育においても ，乙 の面が非常に強調され
る傾向があった。また現在でもそれ、う街が強〈出てきているように思われる。どんな運動をど
のよう4ζ行なっ・ているかはあまり問題にされなかった。運動は一面において子どもに管得8せる価
値のあるものでゐり.いわゆる学営内容として佼霞づけられるものてeゐる。
それぞれの巡動に含まれ，る学習内務は .すべて共通なものでなく d また，それぞれの同容の重み
も異なる。したがって学湾内容を具体的にとらえるためには.各運動種目について ，なにが設も重
要であり ，それがどのように結合しているかを明らか犯する必要がある。それによって.それらの
内容を同時に学留さ、せるか，ゐるいは・ある内容の学留からはじめて，順次他の内容を加えながら
学習治せるかが決められる。それでは .ill!動技能をどのような過程で学習されるものであろうか。
生よ理学的には，運動をくり返すことによって ，生n党伸縫，運動神経.中枢神経 ，の協応作用が円
滑1(なり，神縫と筋の結びつきがなめらかに能率的IC:::行なわれるようになるのであるがその過程を
みると，乙れは単なる運動のくり返しによづJてなされ，る色のでな(.次のような過程が明らかにさ
nてし、る。
① う変〈なりたい s上達したいという;e:欲の発生。
② どうすればうまくお乙なえるかを考えながらいろいみ探索する段階。
③ 正u、動きがわかる段階。
乙れまでの過程は，思考的な問題解決学留の過程としている。しかし運動技能の学習の場合には
Eしい動きがわかっただりでは学習は成立しない。 (忽考的な問題解決学習の際巡の発見の段階に
相当する。 J
@正しい動きを正確に速く繰り返す段階。
@ このような段階をへて繋ゆ誌の域に達する段僻。
乙の域tζ達すると動作は機滅的!となる。いうまでもなく，新しい運動技能であっても，それの基
縫になるいゐいゐな技緩や能力は.なんらかの形ですでI~身についているも のが多< .それらの技
.能や能力を，新しい技能の中にゅう合し ，再構成するものであるから.との方法は運動技能の指導
Kおりる重要なしかも合連的な方法である。すで友わち速動後能の学習は，フォームを模倣怠せ，そ
れを繰り返して練習するζ とによってそのパターンを形成するだけでlZ< .その練習をとおして筋
力 .敏捷世L持久性..をどを|司時に高めなげればなら念い。とのようは運動技能をとおして体力を
高め e活動力を高めるζ とが必変・でゐる。とのように反復練習V'CXって，運動技能ととも.!I(.体力
を高める乙とが必要であるが ， そのための運動の量や~甘さは運動の穫要員κ よって築念る。また，ど
の程度までの上達を怠泌するかUてよっても途ってくるでみろう。しか し.いずれ~しても 0 ・強宮念
学習の機会を与えるようVてすることが必要である ζとはいうまで色念い。運動技能の性質ゃ，その
学溜過程tてついてのべたときに運動技能の学習にゐえって考慮しlZければならない乙とを強調して
きたが，さらに具体的左l京銀をゐげ考察を進めよう。
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① 動機づけ
教師が指導Lよさトとして ちー子ども1(学習Lょうとする意欲が念げれば学留は成立しないといわ
:;"Lる.と乙でいう動機づげとは.行動を起ζ3ぜ.'起ζされた行動を維持しaさらにそれを一
定の方向K導いてvd過程を総手かしたものである。子どもの本来もってhる欲求は基本的欲求
であり.集団κ所属したい，集団の成員から認められたい，自己と他人との闘に相互に愛情や
好意を分かちdういたい念どという社会的欲吹が含まれている。すべての子どもが自主的に活動
する乙とができるようにするために，単1'(1主総や叱資.競争念どのような外的念動機づけによ
って活動を活発にする乙とだげを考えるので念〈回線をもたせ.学習活動のしかたを鎗導し.
学習の見とおしを色たせる乙とが必要となるのでゐる。子どもの自主性をE量規し.自ら自己を
よりよくするように動機づける乙とが重姿である。
@ 正しい動作会〈り返させるようtてする。
運動技指勧学習陀主主ハてt.反復練習(学習の機会を多tする。}が必要であることはいうまで
もない。しかし.!f;iVC反復練習だりでは遂動技能は向上しない。す念わち.一回ァ闘の線溜含
意味のあるものに，それをくり返ιて練習さ せることが大切である。
③ 学:g{する技能の実際の劾きをさせる。
あまり分析しすまで，実際の動きとちがった動きを練習させると実際の動きとちがったバター
ンがつ〈られてしまう。たとえば}ボール運動念どで実際のゲームVておける動きと奨なるよう
念部分的な技能の練習をさせると，実際のゲームI'C活用できない結果になる。
④ かゐうじてできる程度でなく，それ以上に学溜させる。
このことは，体力を高めるに必要であり.運動の量や強さに関係する問題でゐる。運動技能の
練習は.-i;lt1'C長時簡をかけて行をえば〈集中法}効果があがるというものでは念い。綬時間
で也比較的強〈能率的な線認をすると効果が大きいし，める程度上達したら数日おいて練習す
る〈分散法jほうが効泉的であるといわれており，乙の点は現在割当てられている時聞におい
て運動の量ゃ強さを各運動の種目に応じて考慮してい〈乙とが必要でめ危う。
さら十亡各運動の学習内容の締法や投能の構造にそtして，それぞれの学留過穆を考えてみる
必婆がある。学習内容が研究され ，児誌の発達や能力に合致していれはm子どもたちはげっこう
楽しんで体育学習を展開するが，学留の場が具体化されているといっそう学習内容が身につ〈
ようになる。す念わち予定8れた内容を児譲住徒}が効果的能鞠句に身につけ，指導のねら
いを果すためには .鬼頭量がどのようK活動し.教師がどのようK指導を加えていtかを明らか
にする ζとによって，学習内容と学習活動か結びつt。児獲がどんな内容(学習内容)を，ど
んな場で(学醤場面) .どのようにして(運動のしかた)いくか。したがって， 導入 (はじめ)， 
なか(展開) .盤忽 〈まとめ}の段階で考えると運動技能の内容を .どのような順序で，どこ
。て重点をおいて，どFのような活動で.指導するかを考えて貝.体化する必要がある。その場合，
その活動の中I'C.あらかじめ予定した社会的態度，健康，'5i;金の態度の内容が技能と結びつい
て展開されれば，学習内容と学習活動との関述が深められ.学習の効巣色あがる乙とκ1.cる。
4..学習指導を惰造的にとらえるーー技能を中心に一一・
効果的な指導訟については後でのべる乙とにして，その前K学習俗語審を繕造的Jてとらえる ζとを
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考えてみようb
学習内容としての各穏の投能は ，それぞれ.佐賀をS還にするものでゐるから，各種運動技能の特質
在とらえる綴点を決める乙とが必要でゐる。
ゆ でき る，できないがはっきり~別8 れる種目がゐる。
水泳や器減速!iItJは.でき る，できないがはっきり区別される穏自である。乙の種自では，でき
ない者K対する学習指導をくふうする ζ とが当然必要に念って〈る。たとえば器級遂劫ではでき
ない者K対しては ，できる巡動でしか色 ，やゐうとする運動の技能とつをがりを色った前段階の
巡動を半世させることが必裂でめる。
@ できばえはともか<.誰tてでも一応できる運動緩自がある。
陸上巡動(陸k競技Jや.球技念日式首佐十てでも一応できる運動積回であるといってもよい。乙
の稲白仕合織的でゐるとされるlWJきを溺得3ぜ~ζ とK よって現在のレベルを向上きせる乙とが求
められる。したがって陸上選動では，もっている飽カを合必的K使わせる役割をする フォームを
身Kつげさせることκよって ，その技能を高めるよう念配慮が必改である。
ゅゅの湯合でも ， それぞれの技能椛造~さらに緩〈究明するζ とvr:よって ζれが可能でめる。
@ 偶人種凶VC:toげる個人技能と団体積目における倒人技能の相途を明緩K把録し， 集団技能を
具体的にとらえる。
巡鋤技能tては.f!i'!1人vcおいて完結する絞権と ，複数の味方の協力によって成立する技能がゐ弘
前者が倒人技能で後者ーが集団技能と呼ばれている.しかし同じように倒人技能とよばれていても，
倒人彼自における倒人技能と間体穏自における個人技能とは非常に性質がちがうものでゐる。団
体種目Kおける偶人技能は独立したもので左<.集団技能におげる個人の働きを抽象したもので
ibる。
たとえば ，バスケッ トボー ル(ポー トボールJのドリプルは .グポールそ見ないで.まわりを
見買をがらボールをついて運ぶ技能，というべきである。
乙のように団体滋目κおりる偶人技能は .味方や相手含予想、した技能であり，ボール運動Uとお
いては ，味方や相手を予想したポールの宇作能力であるといわ念ければ念らない。団体種目にお
げる倒人技能が乙のようなものであるとすれば ，時まなるオ";-，レの鍛いはこ乙でいう側人妓能に含
まれないものであるとも考えられる。もちみんこの乙とは .ボール扱いは重要で念いとか'.不必
袋であるという意味では念い。その技能的な構造を明確にとらえ，それK基づいて学習得導を考
える乙とが必要でゐるというととを強調した島のでゐる。
したがゥて間体穏闘では，築関技能が中心的な技能でめり，その個人技能色.絞能の全体の繕
迭の中vc位置づり ，それとつ念がりを常K色ったものとして学習させることが必要である。
@各種遂動技能を構造的κとらえる。
身体活動でゐる各穏の遂勤技能は，正しい合運的合劫き方と筋力 ，敏捷性，持久性がゅう合し.
統} されたものでめると考え念げればならない.すなわち繰ー習Kよってそれぞれの遂幼について.
必要なとき，必、婆なだげ力やスピードを出し合鋭的な動きができ，それを必要な時尚継続する ζ
とが巡動技能でめる。陸上選動の走り 巾とぴは，助走のスピードを落とさないで強t踏切ってと
ぶζ とが技能の中核をなすものであり ，それK反りとび ，または.はさみとぴの合理的念空間動
作を導入して，より速〈へ銚べるようにする乙とが必婆でめる。多〈の場合tておいては，スピー
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ドを落して ，反 りとびのフオームの練習しても ， 助~tcスピードをつげて挑ばせると学~したはず
のフオームができ念いζ とが多l'>.そのスピー ドを涯とおないようにして強〈跳み切って尚<，主
〈跳ぶ練習をさせ，その全体的な練習の中で，反りとびの今:;'I~的 I.cØllJきができるよう V亡させた7'iが
効果的ではないだみうか。
各運効についてその技能の中の中心的念ものは何でめり ，さら(1<.，それを8さえるものとして，
何が必要でめるか交dij織犯し，それを繕造的にとらえる乙とが必援でめる。それκよって学~j言訴
の過程は巽念るべきでゐると考えられる。
6. 協力S今学習における教師の働きかけ
学習過程tておりる手法形態rr小集団'7~~ (相互字詰~ ，協力的学援jでとらえていったらどうでめ
ゐうか。(すべてそそのようなとらえ方をするという意味ではない。 J→投的K言われているー芥
指導 ， 斑別伝導，能力別l旨ゆ ， あるいは ， 系?Jf!.孝明 ， グループ学旬 ， 続械学~ ， rJj組見事t史学沼 ，プ
ログラ ム学留などを見在行攻われている指導波ゃ ，学習活動はずいぶんた <c:::んの形態がゐる。 l司じ
内容のドックポール'lt1?~わせても学習形態が違うと子ど色の:学留のしかたがちがい ， 経験の しか
たがちがってくる。どの学営形態でなければなら念いという ζとはないが ，私は乙ζに体育κおげ
る協力的学習をめげその中で「数舗の働きかりJの重要でめる ζとをめげてみよう。
(!) 体育におりる協力的学習gの考え万。
協力的学留は ， 限られた時I制内Vζ ， 一人一人の子どもができるだ~:t多〈線滋V1合会そ也ち，す
べての子どもが肉時κ学溜していゐ乙とでゐる。
一斉指導や伺別指導令官定ずるものでな (，それと矛liするらのでもない。いちばん大切なこ
とは ，子ども一人一人が向上すゐ乙とでゐるという考え方κ立っている。
。自主的な助け合い学包?重んずるが汝任ではない。
。学琶を個人と同時I'C集副の角1金からながめ ，築住r的中の仲間意識を育て学習ycおりる助り合
いを重量識するが ，伎h包と人間関係を伎なして考えてはならない。
。学習の自援をれ ，酬の指導のもとK自主管助け合いを学習する小集団でゐる。
@ 協力的学湾の進め万。
「はじめJ
。教師の計闘を子ども1'1:わからせる。
。大まかな見とおしをもたぜる。
。ク'ルー ピンク'，グループCとに学溜の進め方をわからせる。
。役割の分担。
。運動のしかたのだhたいの見とおしをるたせる。
「なか」
w技能を伸ばし ，人|同附徐を傑める。
。各グループの(';]時的な助け合い学留守を態闘する。・
。教師は学習活動(敏也のしかたJについて指導する。
。衣るべ くクコトグ単位〈似/忙{むき事し，グループe::>); を大事~Cする。
。ク勺レープの共通事項がゐれば ，全部を集めて一斉f'Lj旨毒事する。
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。倒別指導も必要に応じ行なうが，できるだけ相互の劫け合いを怠せる。
。学溜の進みヤゐいや， 問勉点を記入し，総留のしかえを具体的。てする。
「まとめJ
川崎rM!かをついやして習得した技能をたしかめ，運動のしかた ， 線~のしかた，などの学習活勾
~泌をあわせて考えまとめとする。
以上のζ とから協力的学留には，指導計悩が重裂であり ，f旨選手計彊IKは，学習内容と ，学習活
!UJの結びつきが大切でゐる。
@ 教師の働きかりの実践f34J
協力的学習を展開していく ためKいちばん大切な乙とは ，教師と学澄著者の|羽K働きかける学習
治法でゐる。そ乙で教桁の働きかけいかんKよって学習そ効果的Kすることができる。教師の
働きかりのしめる償還は指導において非常に進委でめる。
※ 内容のまとまりに交付る教師の伽かげ
教師の働きかげが怠かったり強すき'たりすると，おしつり，すなわち伝導牲が強〈出てくる。
そζには，児H，生徒の自主性が育ちにくい。逆K自主性を生tw罰するめまり働きかり方がよ〈
念かったり，非常K弱かったりすると放任の傾向があらわれる。教飾の働きかけいかんKよっ
て児童量生徒の技能 ，態度がかわってくる。教師の働きかけは学智内容K対するf)Jきかけ〈乙れ
は正悦容をもとめているJと，学習活動に対する働きかけ(乙れは児窓生徒の学習活動を笠宮
κする乙とJとがゐる。
①学習K対するtlきかけ
「はじめJ- 5 ， 6年走中心1:ー ⑪発達段階Kよってかわってくる
。どんな逮勤手とするか(見とおしそもたせるJ
。グループをつくる(教師C書きそ提示するJ
。役割の分担?をする。(全体を通しての役割と ，学>Ji]活動にそって出て〈る役割)・.
(教師は役割の内容について案をしめす。)
。全体の時間の流れについて(プリントでしめす。 j
o教師の計画を子ども}てわかるようにする。(計画をグループで立てる時の資料J
。技能段階を総習順序』て くみかえてわたす。
。練習計画をつくってわたす。
。示範 ，準教科舎.I議波 ，スライドなどによって運動技能を示し，わからせる。
「念かJ
。グループの困撲をはっきりさせる。ょ〈毎時閣をり，見とおしてなり，個人自緩や線留の見と
おしをもたせる。 J
。練醤順序fc決めてお く。
。能力の劣っている人K対する協力のしかたについて
。まちがっている荻能を修正して¥n<。
。グループ内K対する働きかりと共li!~欠陥とK対する働きかげ
。一時閣を ，どんな逃鋤 ，どん念騎で ，どん念順序でやるのかはっきりさせる。
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※ 一時穏の長初の働きかげ
。グループに対する働きかげ .(目標，J唄序 ，きまり，協力のしかたJ
。全体を通じての働きかげ(技能 ，協力なり
※ 導入がおわり，係などの役割をグループで決めさせておく。
。必主E-念係名，人数などをあらかじめ教師が示す。
。技能を伸ばすζ とと{中閥同志の協力党結びつけていく。
「まとめ」
。競技会，記録会の言1・麿の立て方。
。言己主張のまとめ方。
。課外体育との結びつきについて。
。相互評舗の明示{と対して。
{~ r働きかけJのための資料
め 練習計画
男女混合 4グループ 10分交醤i.lL
場Z京流れ 1 t s 4 5 
導入準備
S分 一ー ーーー ー+一ー 一一ーー
マット ①② 1/ 
1/ // 
一一一ー ー +ー 』ー ・ー・ 岨ー・ ーーー
跳 箱 ③⑤ " 1/ If 
ー 司ーー 'ー・ ーー 』ー -ー 』ー①③ 
25分 鉄棒 ③① " 
tl 11 
ーー -ー --
マット ③③ 1/ " 1/ 
-ー ・ーー ーー. ーー ー 一明ー -.制'ー
銚箱 ①② 11 
11 1/ 
一ー ーー ー 』ーー 民ー ー』ー
③③ 鉄棒 1/ 
// 11 
~(豆向ーー ・ー -ー
40分
45外ie まとめ
①〈会③@はグループをあらわす。
@ 技能段持者を線醤}If¥序!tC{みかえた表
前まわり(関側)
If 
M 
，ア
1/ 
ーー一ー
1/ 
ーー 一ー
m 
。 7 8 
一ー『. ，〆
跳箱 鉄線
①② ①② 
11 マヴト ③@ 各③@ グ
11 Jレ
プ
マ HJ5 鉄 発
づ 箱 4奉
ト ア ア
表
ア ス ス 会
ス ト ト
ト 会 会
会
i 前まわりをしておきる時，手で足をかかえておきる。(手でかかえても出来ない老に
は坂をつ〈づてやる)
2 手のつき方やまわりの方がスムースKできる.
3 手で足をかかえ念くともスムースにできる。
4 2. 8回れんぞくしてまわる。
5 ひざをまっすぐKのばして，両足をじゅうぶんに開いて駒まわりをする。
8 おきる時間手をももの|錫tてっき .{J'ねを前K出しておきる。(坂を利用するj
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. ， 
7 sと宵じζ とを斜面を使わずに行努う。
日 起きるI時，両手を補助者からひっぱってもらいおきる。
9 両手をIiiJ(tC出して行念う。
10 2 ， 3凶れんぞ 〈して行なう。
後まわり〈開政1)
1 ゆりかCの連動を大きくする。(後の万にいった時大き t強くするJ
2 斜簡を~って ，乙しをおとしてまる{なってまわる
s :sドら没マッ トの上で後ろまわりをする。
4 スムー スκできる。
; 2， (1凶れんぞくしてまわる。
6 おきるHJj司j足を捌いて立つ。
7 はじめから足在ひらいて行設う。
8 途中から組をひ らいて行念う。
百 ひざをのばして行なう。
10 2， 3回れんぞくして行なう。
開制腕立てとび乙し
1 尉のり，腕立てとぴのりヲ令する。
2 約 d0聞 のとぴ箱をとぶ。
3 手の()~置 ， 凶のÜlI遼， 着地のしかたそしっかりして行友う 0
4 踏切り板をだんだんは念し ，配色をだんだん速くへとん
5 60問仰のとび箱をとぶ。
自 着地fc.iまくする (マ ットにしるし売っげており
7 ひき(li-しっか りのばしてとぶ。
8 両手のつき万そli!l< i掌< ，{J'ね命令ばって上{4ー をお乙してとぶ。
9 ふみき り仮そ 80閣 僚は念してとぶ。
台上前まわち
l ひくいとぴ箱で ，両手のっき1f，とぴゐがり方 ，まわち方の練習7をする。
2 まわる順序をはっきりさせてまわる。一磁のうしみ→かた→せ→ζ し
S まわり終った時の般のむI憶がとび箱の先端κ〈る IうKしてまわる。
4 両腕で体~è;Iさ えて背中をまるくして前にまわる。
S ひざをのばして前まわりなする。
ゐしかりゐがり
1 あしかりふりそ大きくする。
2 両手のNOIrC足をかげて ，かげない方の足走大きくふってゐがる。
S 両手の外側に起をかりてめがる。
4 両手の閣に足?をかけて一回ふってあがる。
5 どちらの足受かりて色できる工うK念る。
足かけi&まわり
-7 "ー
1 両手の聞にかた足をかげて ，(，本を後にそらして，体をおとす。
E 大き tまわる方渋をやる。
。乙 しをのばし ， ふり.@~のば寸。
。うでそのばして ，よitや践ではずみそつける。
S 両手の聞にかた足をかりで一回まわる。
4 両手の聞にかえ足をかげて二回まわるo
s 両手の外~かた足をかげて一回まわる。
。両手の外~かた足をかげてニ ，三固まわる。
O 記録のとり万。一笑践ら中からー
小林ク.ループ 前劇的玄わり
lx 1 2 s 4 I 5 6 グノレ プ判定 教師判定技能協力 技能協力 銃後協力 校後協)J，技能 協))f去、自主 協力 E交能協力 技能協力
T 子 1 。s 。企 。5 。自 。7 。7 。s 。
T 3 I @ 5 。7 。8 。世 。10 。10 。10 。
% 宮 。s 。4 。6 I 0 e 。7 。7 。8 。
S. s × 5 。6 。s 。10 。10 。10 。10 。
M 子 i g × s 。4 。5 × g 。。。。。8 。
01 5 。s 。9 。10 。tO '@ 10 。10 。
K 8 。5 。8 × 8 。。。相 。9 。1 '0 。
S =を 3 。5 。。。8 。8 。8 @会a I @ 9 。、
※ 後能は篠宮順序の段階ーをめらわしている
。開腕前まわりは.10まで作ってゐ」るので ，その中の何番であるかをしめす。
滋 協力は態度をあらわす。(役割や時間中のきお力の態度J
'(QJは大変よい Oは普通 ×患い
@ 教師の計闘を子どもにうつしていく方法
体育の勉強 草刈 中旬- 6~中旬
S年A総00グループ
開閥的まわり 開胸後まわり
運動名 開鋪~.lLてとぴζ し 台上前まわり
足かIJゐがり 足かり後まわち
E寺 クソレープの回線 練習の順序と方法 反 省
。校能のめdらて含決めてお 。今日の練習の頗序と妥点、 談 能 協 力
説 t。 脅か く 。目標にめわ
ーABCでゐ
。協力の目t岩手tきめておt。 。練醤蝦序の中から せて諮合っ らわず
。記録によって偶人口釘含 。特~(S:;ぎして行う技能。 てかく
対っきりさせる。 委主主
- ・t マー
. 
4 、
。グループとして，今阿は 。凶 ，記号 ，言葉でかきゐ 。先生から注
念Kを目標とするか決め らわす 意されたこ
ゐ とそか〈. 
例 ，-'-._./.../司、._/
'，-' 
.ge主の説明をよくさく /，-!，，--/、J"'-..l
。むだ謡をしない。，..........._，.，"，-
『Lf、J
，"-J/ 
r、に -..-
i "...._ 
f".._， 
⑥導入に対するIJきかげ ー災銭例からー
。どんな勉強干をするか説明する
。マット選動では
。跳箱運動では
。量生事幸運動では
区亙
。運動名を しっかち勿1る。
。示範
。練習順序に したがって要点そ一通りゃった
。示範により何と凶う運動かなはっきりさせた。
。グループにわけた。(教師IのE震を しめし児議。;啓見守tきくJ
。役割を?決めた〈会般をとおしての役割j
。目標の色たせ方について
。グループで出来るかどうかーとおりやらせた。
。練習煩ff;κよって自己の自僚の色たせ方について。
。グループの目標のもたせ方。
・技能閣から
・協力削から
。グループノートのとり方
。絞習方法 。ノートのとり方
。!e躍のとり方
。協力のしかた
。協力の大切さについて説明
。ク勺レープの線醤(学習Jのきまり
。学習時の隊形。 。教え合う約束
。グループの自除。
。健康・安全について
。役割のはたし方
ω学閣のしかた
。用具についての主主治・
マ'ー
10分
10分
上5分
5分
。準備運動や整辺運動Uてついて
。衛生tてついて。体の調子
。用具の出し入丸Kついて
上7分。グループで一通り運動する。
。自分の位置Kついての確認 (技能}
一実践例からー展開Kおりる働きかけ@ 
屋内運動場 ，展開の段階の第2時
鉄棒9閣とび箱2台
6年A組
用具
① 準備運動
区互|
。グ ルー プごとvc(一般的j
マッ ト4枚
5月22日(火J
。全体を見渡すことの出来る位置。
直豆日
。強調すべき腕 ， 脚Kついて 〈一斉~) 5分
。うさぎとぴ ，篤とび(一斉とグループでJ
鐙列@ 
技能の目あて
グループとして
5分協力の自ゐて
グループと して
。グループの目標Kついて発表。
ODMJ 
直豆正|
。個人の自あてを 3 • 4名Uてき〈
。AグループB
。Bグループ
。Cグループ
。協力する時~念おしてやる場合について
。協力 してやると技能がすぐれる乙とについて(実際Kしめ したj
グループの練習@ 
2めナ
(二交替j
?
? ? 、
?
?
?
?
?? ?
、?
?
???
?
?
? 、 ， ?、? 、 ? ? ? ョ ?
、?????〕
?
? ?
?
?
??
?
???
?
?
????
?
?
?
?
，??
?
?
，?
?
，?
?
?
?
??
〕
?
?? ?
? ?
??
? ? ?
??
??
?
??
???
? ? ? ?
? ? ? ?
一ー 7 9ー
。練習隊形と教師の動き
e 
1直亘互l
。AクVレープ{マッ トj
・相手の練習をよくみてやる。 一実際をとおして一 、
.手のつき万 ，おき方について。
。Bグループ(マットj
・練習gの速度がはやすぎ念いように
・よく出来ない人K対する注意のしかた(回数などj
-何をみてやっている(答手のつき方J
。Cク"ループ(とび箱J
-前よりよ〈なった人を正す(よくわから念い-2人J
・小し位声を出してやかましくしてもよい。
。Dグループ〈とぴ箱J
-とぴ箱をさげて基本Kなる練習をよくする。
.努力の大切さ
・とべるが也っと正しくする仕方
[共通点κついての働きかげl
。マッ ト運動
・補助の仕方他来左い人に対してj
-回転の必e'I (技能)
。とぴ箱
・腕立てとび乙しの手のつき方 (速く，逮()
-器地の しかた 〈みてやる人の自のつけど乙ゐJ
@ 鐙理運動
。全体で潟縫程度に
。クコレープCと(ζかんたんに反省
グループの目標について，技能，協力に対して
。反省の発表
E国
・次時の予告とグループの練習方-法について
・今日の記録と， 乙んどの練習方法につhてきめてお〈。
⑪ 45分中 8分間のロスがゐった。
6. むすび
25分
( 2交替}
以上の論点から ，私は学校体育の学蛍がより発厳し ，Ii伝必tてなっていくためには，必論的念究明
と，現場の教師のとり くみ方の研究が何よりも大切でめると考えみ。，ζれでよい，という乙とは
なく ，研究は無限でめる。教科の中Kしっかり根在おゐした学校体育の指導(と<VL ，教科時の体
-80ー
育指導)をともども研究していきたいものだと念じてhる一人です。今後の研究として ，各運動の
技能の構造をとらえ ， それを指導の~f~にどう く み入れていくかを研究してい く必要がある。
乙れからは，より よい実践例を集録し， かたよりのない体育学習の指導，全体的に調和をはかっ
たものとしてい〈べきだと考えます。
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